カントの道徳目的論と政治 by 有吉 弘樹
カントの道徳目的論と政治




















（ 1 ） カントの著作からの引用箇所は、アカデミー版の巻数と頁数で示した。邦訳は、坂部恵・
有福孝岳・牧野英二編『カント全集』全 22 巻、岩波書店、1999-2006 年；宇都宮芳明訳・
注解『判断力批判』上・下、以文社、1994 年、を参照したが、訳は必ずしも邦訳に従って
いない。
（ 2 ） Riedel, Manfred, Geschichtsphilosophie als kritische Geschichtsdeutung: Kants Theorie der 
historischen Erkenntnis, in: ders., Verstehen oder Erklären?: Zur Theorie und Geschichte der 
hermeneutischen Wissenschaften, Klett-Cotta, 1978; Yovel, Yirmiahu, Kant and the Philosophy of 
History, Princeton, Princeton University Press, 1980; Riley, Patrick, Kant’s Political Philosophy, 
Totowa, Rowman and Littlefield, 1983; カウルバッハ、『イマヌエル・カント』井上昌計訳、理想社、
1978 年。また、Schmidt, Hajo, Durch Reform zu Republik und Frieden?: Zur Poltiischen Philosophie 
Immanuel Kants, in: Archiv für Rechts- und Sozialphilosophie Vol. LXXI/ Heft 3, 1985.
（ 3 ） 拙稿「実践的判断力の政治: カント政治思想の統一的解釈のために」（一）〜（三）,  『法
学論叢』．177 〜 178 巻, 2015.
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Messina, ‘Kant, Smith, and the Place of Virtue in Political and Economic Organization’, in 
E. Robinson, et al. （ed.）, Kant and Scottish Enlightenment, Routledge, 2017.
（ 5 ） た と え ば、次 を 参 照。Ellis, Elisabeth, Kant’s Politics: Provisional Theory for an 





p. 42）。目的論はまったく不要であり（Ibid., pp. 61‒68.）、カント哲学（批判哲学）全体に






























（ 6 ） 拙著「カント政治哲学における反省的判断力の意義：自然との類比」（一）〜（二）， 『法

































Anlage の発展 Entwicklung であるということ（それはどのような意味で
あれ、なんらかのよりよい方向への発展でもあるだろう）、第 2 に、人間
の行為は他の自然現象と同様に現象 Erscheinung として叙述されるとい
























（ 7 ） 例えば、Riedel, Ibid., §6 によると、『判断力批判』は「目的論的歴史解釈の方法論」を
展開している、という。また、Rudolf A. Makkreel, Imagination and Interpretation in 
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として、自然目的



















































































































↘ 指摘される。John H. Zammito, The Genesis of Kant’s Critique of Judgment, The University 






















































「戦 争」 は「熟 練 性」Geschicklichkeit を 開 化 し、「美 術 と 学」Schöne 
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の下にある人間
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＝作用する
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全体」ein weltbürgerliches Ganze に至る「熟練性
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理学」：予備的考察」, 『産大法学』, 50 巻, 2017.
（17） II3, II312f. カントの「道徳・政治地理学」と「実用的人間学」との関係については、
Louden, Robert B., Kant’s Human Being: Essays on His Theory of Human Nature, 
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目的のために












































































い 道 徳 的 教 養 が 期 待 さ れ る」（VIII366）。「道 徳 的 に よ い 人 間」ein 
moralisch=guter Mensch ではなくても（「道徳性の内面的なもの」das 
Innere der Moralität がなくても）、「よい市民」ein guter Bürger にはな


























































（21） また、次も参照。Sassenbach, Ulrich, Der Begriff des Politischen bei Immanuel Kant, 
Königshausen & Neumann, 1992, S. 47; Ellis, Ibid., pp. 42-43.
（22） 厳しい道徳的な努力を、「絶望」に陥ることなく、しがみつきながら継続してくためには、





























刊行の 6 年前の著作であるにも関わらず）、という指摘については次を参照。Henry E. 
Allison, ‘Teleology and History in Kant: the Critical Foundations of Kant’s Philosophy of 
History’, in A. O. Rorty, et al. （Ed.）, Kant’s Idea for a Universal History with a 
Cosmopolitan Aim: A Critical Guide, Cambgidge University Press, 2009.
（24） もちろん、『普遍史の理念』から『判断力批判』の間に、カントの歴史哲学と呼ばれる
ものは変化していった。たとえば「自然の摂理」の概念も使われ方が変化しており、単に



































































0 0 0 0 0
における予備練習」（II443）、「世界認識の予備学




































（28） Lernprozeß としての歴史哲学について、次を参照。Pauline Kleingeld, Fortschritt und 






























践的人間学」（IV387ff.）、「道徳的人間学」（VI217）、等。また、Herman, Barbara, The 
Practice of Moral Judgment, Harvard University Press, 1993, p. 232; 御子柴善之、「実践哲
学の第三層 : カントの「規範的人間学」構想」、『哲学論集』40 巻。
（31） 歴史哲学は、最高善を世界において具体化し、表象することを助けている、という指摘









トの道徳理論を「強化している」という指摘について、次を参照。Patrick R. Frierson, 
































（34） 次を参照。Makkreel, Ibid., chap. 7. 歴史の反省的な「解釈」は、「道徳的諸理念の統制
的使用」によって、初めて「authentic」な解釈となるという。









































道徳的・実践的な理念である、という指摘もある。Beck, Lewis White, Introduction, in: 

























































































（41） 例えば、次を参照。Lea Ypi, ‘Practical Agency, Teleology and Systems in Kant’s 
Architectonic of Pure Reason’, in Sorin Baiasu, et al （ed.）, Politics and Metaphysics in 
Kant, University of Wales Press, 2011.  カントの政治的著作（歴史哲学的諸論考をメイン
とする）を真に理解するにあたっては、『純粋理性批判』の「建築術」章から『判断力批判』
の道徳目的論・道徳神学までの系譜を理解することが不可欠であるという。
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